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政策討論会開催、政策提言へ！

※１　教育課題について協議する場。メンバーは市長、教育長、教育委員で構成。（学校教育課への聞き取りによる）

　保健福祉常任委員会では本来、大人が担うべき家事、家族の介護や世話などを日常的に行う子ど
も「ヤングケアラー」への支援を強化するために、一昨年、昨年と２年にわたり先進的な取り組み
をしている自治体を視察し、意見交換をしてまいりました。また、各担当部署への所管事務調査を
行い、その調査内容をもとに、協議を重ね、政策討論会の中で提案し、提言書をとりまとめました。

井上議長、新原副議長、
佐藤委員長、深川副委員長
から加地市長へ提言書を
提出しました。

佐藤委員長

「議会においては一般質
問で取上げ、また総合教
育会議※１においても取上
げられました。ヤングケ
アラー対策への提言内容
が速やかに実施されるよ
う最大限の努力をしてい
ただきますようお願いい
たします。」

ヤングケアラーに対する提言内容
1 周知徹底について
2 実態把握について
3 担当部を超えた連携について
提言書を議会の総意とし、市長に提出しました。

「ヤングケアラー対策への提言」
全会一致で

決
定

市長に提言書を提出
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令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
立
石
小
中
学
校

一
貫
教
育
は
、
隣
接
し
た
校
舎
を
活
用
し
て
、

学
校
施
設
の
相
互
利
用
等
を
工
夫
し
、
４
・

３
・
２
制
の
９
年
間
の
一
貫
し
た
学
習
活
動

を
進
め
て
行
く
方
針
で
し
た
。
立
石
校
区
独

自
で
、
『
郷
土
を
愛
し
、
自
分
で
考
え
、
自

ら
行
動
を
す
る
子
供
』
の
「
く
ろ
つ
ち
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
方
針
に
基
づ
き
、
小
中
一
貫

教
育
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

味
坂
小
学
校
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
校
と

し
て
、
先
進
的
な
取
組
の
考
え
で
授
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
は
、
よ
り
楽

し
く
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

考
え
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
学
習

意
欲
の
向
上
、
児
童
全
員
が
参
加
す
る
授
業
、

児
童
個
々
に
応

じ
た
支
援
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
基

本
的
な
操
作
の

向
上
、
問
題
解

決
・
探
求
に
お

け
る
情
報
活
動

や
学
習
意
欲
の

向
上
等
の
成
果

が
得
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

総務文教常任委員会　行政視察報告
●埼玉県久喜市（視察日：令和５年10月25日）　　●兵庫県小野市（視察日：令和５年10月26日）

総務文教常任委員会　所管事務調査報告（調査日：令和５年９月26日）

　

久
喜
市
で
は
教
育
研
究
発
表
会
の
２
年
生

の
「
動
け
私
の
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
題
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
と
５
年
生
の
「
す
て
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
日
本
の
す
て
き
大
発
見
」
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
他
校
と
の
交
流
授
業
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

久
喜
市
版
未
来
の
教
室
で
は
、
①
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
の
充
実　

②
個
別
最
適
な
学
び
を

提
供 

③
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
化
さ
れ
た
学
び 

④
校

務
の
効
率
化
を
実
現
、
そ
れ
に
加
え
学
び
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
る
教
師
育
成
「
フ
ォ

ー
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
登
校
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
分

教
室
な
ど
を
手
掛
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

出
席
扱
い
に
す
る
規
定
も
整
え
て
い
ま
し
た
。

先
生
方
の
校
務
に
お
い
て
も
、
情
報
の
共
有
、

効
率
化
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。

　

小
野
市
は
東
北
大
学
川
島
隆
太
教
授
と
連

携
し
「
脳
科
学
と
教
育
」
を
理
念
と
す
る

「
16
か
年
教
育
」
「
お
の
検
定
」
な
ど
家
庭

教
育
か
ら
義
務
教
育
課
程
修
了
ま
で
独
自
の

教
育
路
線
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
１
歳
か
ら
５
歳
」
で
は
、
脳
が
爆
発
的

に
成
長
す
る
期
間
で
、
家
族
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
食
事
や
脳
ト
レ

の
効
果
的
な
取
り
組
み
を
推
奨
し
て
お
り
、

「
５
歳
か
ら
10
歳
」
で
は
、
生
活
習
慣
や
学

習
の
基
礎
を
固
め
る
時
期
と
位
置
づ
け
、
小

学
生
か
ら
「
お
の
検
定
」
を
始
め
て
い
ま
し

た
。
「
10
歳
か
ら
15
歳
」
で
は
、
主
体
的
な

学
び
を
通
し
生
き
る
力
を
育
む
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
で
は
、
一
部
小
中

学
校
で
６
年
生

を
中
学
校
へ
編

入
さ
せ
る
５
・

４
教
育
に
取
り

組
ん
で
お
り
、

※
２

中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
や
運

動
会
も
小
中
合

同
で
行
っ
て
い

ま
し
た
。

※２　中学校へ進学した際、授業についていけなくなったり、不登校やいじめが起こったりする現象のこと。

「
久
喜
市
版
未
来
の
教
室
」

埼
玉
県
久
喜
市

「
夢
と
希
望
の
教
育
」「
脳
を
鍛
え
夢

と
希
望
を
か
な
え
る
学
び
」

兵
庫
県
小
野
市

1
小
中
一
貫
教
育
推
進
の
意
見
交
換

2
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の

　
　
　
　

視
察
及
び
意
見
交
換
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都 市経済常任委員会　行政視察報告

和歌山県田辺市「新規就農者支援と世界農業遺産」

　「新規就農者育成支援」は50歳から60歳が対象で、
期間は半年から1年間で行われていました。また、市内
の先進農家16名の協力のもと、農協と行政関係者が連
携して平成30年に「紀州田辺新規就農者育成協議会」
を設立しました。農業技術や農業経営等の支援を行
い、支援事業で54名の新規就農者がありました。

　「世界農業遺産みなべ・田辺の梅システム」は薪炭
林を残し、斜面に梅林を配置することで水源涵養や崩
落防止の機能を持たせていました。また、生息するニ
ホンミツバチが梅の受粉を助け、高品質の生産が行わ
れています。この様な次世代に継承すべき伝統的特徴
の農業・農法が、平成27年12月に認定されました。地
域力の向上ブランド力の強化や観光への活用を行い、
小学生に副読本を通して農業教育や議員提出の「梅条
例」制定などに取り組んでいます。

視察日10月30日

愛知県安城市「地産地消の推進と多様な担い手育成」

　「あんじょうアンバサダー」として安城市出身のタレントを起用し、メディア等を通して若者を
ターゲットに地産地消のPRをしています。さらに、第3次安城市食料・農業交流基本計画を作成
し、JA及び県普及課と連携を図り、先進事例の研究や農業者の取組み支援を行っています。
　安城市アグリライフ支援センターは、未経験者に農業を身近に「感じ」「楽しむ」ことを目的に
設立されました。センターでは「野菜作り入門コース、実践コース」や「一坪農園野菜作り」など
の講座が行なわれていました。多くの受講者が参加されておられました。

視察日10月31日
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（目的）

１　市議会議員と職員の関係および議員同士の関係に

おいて各種ハラスメントを防止し、根絶するため

の研修、指針並びに条例等の調査研究を行うため

ハラスメント対策特別委員会（以下「委員会」と

いう。）を設置する。

（委員の構成）

２　委員は、会派等から選出した議員をもって構成す

る。会派等から選出するときは、会派に１人を割

り当て、会派に所属しない議員にあってはその総

数から１人を選出する。なお、委員の定数は５人

以内とする。

（議長の出席）

３　議長は、委員会に出席し、発言することができる。

（任期）

４　委員の任期は、設置目的を達成したと認められる

時までとする。

（閉会中の活動）

５　委員会は、会議閉会中も活動することができるも

のとする。

（設置）

６　委員会は、令和５年12月20日から設置する。

　様々なハラスメントに対する

関心が高まり法整備も進んでき

ました。全国の自治体議会にお

いても、ハラスメントを防止根

絶するために条例や指針を策定

しています。

　小郡市議会においても、全て

の職員及び議員が個人としての

尊厳が尊重され、快適に働くこ

とができる環境を確立すること

で、それぞれの役割を十分に発

揮できるよう、また市民から信

頼される議会の実現にむけ、ハ

ラスメント対策特別委員会を設

置するものです。

　議案が可決され、初回の特別

委員会が開催され、委員長に新

原議員、副委員長に後藤議員が

選出されました。

提案理由の説明

人事院勧告に準じて、市議会議員の期末手当の支給割合を引き上げるためのもの議案内容

全員
賛成

反対
討論

議員提出議案第３号
ハラスメント対策特別委員会の設置について

議案第60号
小郡市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当等
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

今、市民の暮らしは厳しさを増しているのが現状だ。

コロナ禍の影響も受けず、常勤でもない議員の期末手当の引き上げを行う

ことは、多くの市民感情を思うと行うべきでないと考える。

小坪輝美

議案の内容


